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はじめに

 学校教育において、最も子どもたちに影響を与える教育環境は「教員」であり、教員の

資質能力の充実・向上が求められるのは当然である。山極は「教員の資質能力には専門性

と適格性がある」とし、その充実・向上には「大学における養成課程段階、採用段階、そ

して長い期間の現職段階という一貫した取組が必要である。」と指摘する1)。筆者は、そ

の教員の資質能力としての「専門性と適格性」は、教職に対する情熱や使命感、子どもに

対する愛情、子どもを理解する力や教科にかかる専門的知識・技能等といった「教員とし

ての職務から必然的に求められる要素」と、豊かな人間性、人権感覚、自己教育力やコミ

ュニケーション能力といった「変化の時代や地球的視野に立って生きる教員、社会人とし

て求められる要素」に整理できると考える。そして、それらは養成、採用、研修それぞれ

の段階で学ばれ、各段階を通じて充実・向上が図られるべきものと考える。

 筆者は、養成段階における質の高い教職指導や大学内外の連携による協働型教職研修等

を通した実践的指導力の育成と、特に若手教員の研修課題やニーズを捉えた現職研修の充

実深化を図るため、平成19年度より「ちゃぶ台方式による学生と若手教員による協働型教

職研修事業」を行っている。この事業は、教職志望学生と同年代の若手教員(本務教員、

臨時的任用教員等)との相互研修組織「ちゃぶ台次世代コーホート」を設置し、大学や学

校教員、行政担当者や関係求頼ﾖ・団体等指導者等との協働のもとで、教職研修、教職実習、

教職実践体験の共有と省氏翌�sい、教員としての資質能力の深化、教職実践課題の解決力

や省氏覧ﾍ等の醸成を図るものである。

 事業の詳細は「ちゃぶ台研修部活動報告書」2)で報告しているが、本稿では平成20年度

末に、本研修事業参加者に対して行った調査の結果を報告し、教員の資質能力の充実・向

上に向けた教職志望学生、若手教員の学びや学ぶ対象等について整理する。
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1-1 「ちゃぶ台次世代コーホート」調査

 目的:研修参加者が研修をとおして学んだ、身につけたと感じる内容を、教員の資質能

    力との関連で整理し、本事業の教員養成事業としての成果と課題を把握するとと

    もに、教職志望学生と同年代の若手教員(本務教員、臨時的任用教員等)におけ

    る教え合い、学び合いの関係を把握する。

時期:平成21年3月14日(研修会最終日)～3月31日

対象:平成20年度事業全登録者71名を対象とし、最終回欠席者に対しては調査用紙等を

    郵送し依頼した・         表1 平成20年度事業登録者

    全登録者の内訳を

    表1に示す。

方磨?調査紙による

内容:調査紙は図1による

回答:全体数52(73. 2％)

内訳:教職志望学生28

    若手教員24

    ・臨時的任用教員12

    ・本務教員12
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図1 「ちゃぶ台次世代コーホート」調査用紙
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項目:23項目は、中央教育審議会答申「新しい時代の義務教育を創造する」等を参考に

   設定したものである3)。設定した23項目を図2に示す。

【教員の職務から必然的に求められる要素】

1 教職に対する情熱、誇りや使命感

2子どもに対する愛情や興味・関心

3 今後の教育のあり方に関する知識や考え

4 子どもを適切に理解する力(方磨翌竡p勢等)

5 教科等に関する専門的知識、技能

6 教科、道徳等における学習指導の知識、技能、態度

7 学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、態度

8 生活指導、生徒指導の知識、技能、態度

9子どもへの思いやり、カウンセリング・マインド

IO 困難な事態、学習・生活不適応等への対応、処理

11 家庭や地域社会との円滑な関係をつくる力

12組織の一員としての自覚や協働、助け合いのあり方

13教員としての品行、規律、あり方

【変化の時代や地球的視野に立って生きる教員、社会人に求められる要素】

14 人(教員や社会人)としての個性、感性

15 豊かな人間性、人権感覚、思いやりの心等

16 企画力、段取力、運営力等、ものごとを創造する力

17 論理的に考える力や課題を解決する力

18 継続的に自己を高めようとする力(自己教育力)

19幅広い社会性やネットワークを広げる力

20 コミュニケーション能力や対人関係能力

21 自分の考えや意見を表現する力

22基礎的なコンピュータ活用能力やメディアリテラシー

23 国際社会や価値創造に関する適切な理解、態度

図2 「ちゃぶ台次世代コーホート」調査の設定項目

2-1 「ちゃぶ台場世代コーホートでの学び」について

 受講者がこの研修会で学んだ、身につけたと感じている項目について、「強く学んだ、

感じた」を◎で、「かなり学んだ、感じた」を○で、「学んだ、感じた」を△で、「教員の

職務から必然的に求められる要素」と「変化の時代や地球的視野に立って生きる教員、社

会人に求められる要素」のそれぞれにおいて、◎○△各3個程度の回答を求めた。

 回答について、◎3、02、△1ポイント換算した数値を表2、グラフを図3～6に示す。

 また、教職志望学生、臨時的任用教員、本務教員についてそれぞれの回答に占める割合

を図7に示す。
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表2 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」にかかる回答数
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図3 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」(全集計)

図4 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」(教職志望学生)
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図5 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」(臨時的任用教員)
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図6 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」(事務教員)

2-2 「ちゃぶ台次世代コーホートでの学び」と研修内容の改善について

 図3から受講者全体の「学び」を見る。

 受講者は、本研修で学んだ、身についたと感じている項目として「⑳コミュニケーショ

ン能力や対人関係能力」、「②子どもに対する愛情や興味・関心」、「〟雷ｳ職に対する情熱、

誇りや使命感」を挙げている。続いて「⑦学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、

態度」、「⑯企画力、段取力、運営二等、物ごとを創造する力」、「⑮豊かな人間性、人権感

覚、思いやりの心等」、「⑱継続的に自己を高めようとする力」、「⑲幅広い社会性やネット

ワークを広げる力」が多い。

 反面、「⑤教科等に関する専門的知識、技能」、「⑩困難な事態、学習・生活不適応等へ

の対応、処理」、「⑬教員としての品行、規律、あり方」、「⑫基礎的なコンピュータ活用能

力やメディアリテラシ・一一一」、「⑳国際社会や価値創造に関する適切な理解、態度」は少ない。

 これらの結果は、「ちゃぶ台方式」により「マニュアル化されない教員に必要な資質能

力は、協働型研修やその後の省氏浴A助言によって効果が見られる」4)ことを示し、学生、

現職教員、大学教員や教育関係者等の協働研修のスタイルが一定の成果を上げていること

を示すと同時に、平成20年度研修内容に偏りがあり、今後改善すべき課題を指摘している。
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 ここで、平成20年度の研修内容等について説明する。

 平成20年度は6回の研修会と既存の「ちゃぶ台」プログラムに被せた合同研修を行った

が、各研修行事の際には3つの活動を取り入れてきた。

 「ちゃぶ台ピア・サポート」は、学生や若手教員による教育実践にかかる悩み、不安や

成功体生憎について自己開示、課題や問題点の共感的理解や課題解決や新たな研修目標の

設定に努める活動を行い、人間関係やネットワークづくり、相互啓発に努めてきた。

 「講義・演習型研修」は、教育実践に必要な基礎的知識、技能等を身につけるため、外

部講師を招聰しての講義演習、受講生自らが講師となる模擬授業、実践事例研究等を行っ

てきた。「学ぶ」とともに「教えることを通じて自らも学ぶ」ことを重視してきた。

 「体験・省氏洛^研修」は、既存の地域協働体験事業を活用した省氏洛^研修として実施し、

「ちゃぶ台林間学校」等との合同研修では、児童、保護者、学生、若手教員や大学教員等

が相互の助言、相談や協議懇談等を行った。

 大学での研修会では、前半に「講義・演習型研修」を、後半を「ちゃぶ台ピア・サポー

ト」を行ったが、特に「講義・演習型研修」で取り上げた方磨翌ﾆ研修内容は次のとおりで

ある。

・講義演習

・指導講話

・講義演習

・研究協議

・講義演習

・事例研究

・事例研究

・講演

・研究協議

・講話

子どもとのコミュニケーション、人間関係づくり

教職への情熱、意欲と心構え

現代的課題としての信頼される学校づくり

現代的課題としての保護者との連携

道徳教育のあり方

小中学校における学習指導

小中学校における生徒指導、学級経営

広い視野を有する教員への期待

教育実践上の不安、悩みの克服

服務、規律等教員としてのあり方

 調査結果から考えるとき、毎回の研修内容に、学生同士、学生と若手教員、若手教員同

士のピア・サポートや人間関係づくりを意図したワーク等を取り入れたことや大学外での

体験・省氏洛^研修を行うことにより、コミュニケーション能力、対人関係能力、子どもに

対する愛情、教職への情熱、使命感や自己教育平等の習得については一定の効果を上げる

ことができたと考える。

 反面、教科等の専門的知識や技能、コンピュータ活用能力やメディアリテラシー、国際

理解や小学校に導入された外国語活動等にかかる内容やケーススタディー等の研修への導

入の不足がそれらと関わる項目の「学び」の実感や満足度の低さに表れたと思える。研修

ニーズを的確に把握し、研修内容の構成に反映させることが重要であり課題と言える。

2-3 学生と若手教員の「ちゃぶ台次世代コーホートでの学び」について

 ここまで事業、研修全体としての「学び」を見てきたが、教職志望学生、臨時的任用教

員、本務教員それぞれが置かれた状況や期待の違いにより、期待する「学び」の内容や質

量に差があるのではないかと考え、階層別に見ることとした。
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図7 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」(階層別:％表示)

 教職志望学生は「⑳コミュニケーション能力や対人関係能力」、「②子どもに対する愛情

や興味・関心」、「〟雷ｳ職に対する情熱、誇りや使命感」、「⑯企画力、段取力、運営力等、

物ごとを創造する力」、「⑳自分の考えや意見を表現する力」を多く学んだ、身につけたと

感じているのに対し、本務教員は「⑳コミュニケーション能力や対人関係能力」に続いて

「⑦学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、態度」、「⑱継続的に自己を高めようと

する力」、「⑮豊かな人間性、人権感覚、思いやりの心内」、「⑯企画力、段取力、運営力等、

物ごとを創造する力」、「⑲幅広い社会性やネットワークを広げる力」などが接近し、日々

の教育実践上の課題に直面しているが故に「学び」への期待と「学び」の実感が高いので

はないかと考える。同様に、臨時的任用教員も「⑳コミュニケーション能力や対人関係能

力」に続いて「⑦学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、態度」等実践的な指導に

関わる項目が多い。

 これらは、教職志望学生が、現場における実践的指導経験、特に子どもたちとの直接的

関わりの少なさ、失敗や挫折の経験等の少なさから、広くイメージとして教職をとらえよ

うとしているのに対し、若手教員は、明日からの教育活動、教育指導をどうするか、いわ

ゆる「お土産」の期待や、日々の現場実践での不安、悩みや困難等の意識の強さを反映し

ているとも言えると考える。

 加えれば、このことは本事業「ちゃぶ台次世代コーホート」が意図するものでもある。

特に、教職志望学生はこれから教壇に立つのであるが、養成段階にあっては、学校現場の

状況理解の弱さ、現場実践の少なさ等により実体験を伴わないことの不安を抱えている場

合が多いであろう。その際、本務教員や臨時的任用教員等との協働型研修を行い、現場教

員の思い、悩みや苦労等を共有し、仲間として学び合うことは、採用前研修としての求濫¥

も持ちうる。

 また、本務教員や臨時的任用教員等も、教職志望学生に対して教える中で、自らの教育

実践を振り返り、現場教員同士の切磋琢磨やネットワーク構築の中で一段高くなった教育

実践に足を踏み出せると考えられる。

 次に、教職志望学生、臨時的任用教員、本務教員についてそれぞれの回答に占める割合

で比較し、対学生比の大きい項目で見る。
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 本務教員は「⑤教科等に関する専門的知識、技能」、「⑥教科、道徳等における学習指導

の知識、技能、態度」、「⑦学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、態度」、「⑱継続

的に自己を高めようとする力」について学んだ、身についたと回答しており、明日の現場

実践に直接つながる課題を求める傾向があり、日々の実践的課題の反映とも言えよう。逆

に「⑪家庭や地域社会との円滑な関係をつくるカ」、「⑳自分の考えや意見を表現する力」

は少ない。

 臨時的任用教員の対学生比の大きい項目で見ると、「⑪家庭や地域社会との円滑な関係

をつくる力」、「⑫組織の一員としての自覚や協働、助け合いのあり方」、「⑳国際社会や価

値創造に関する適切な理解、態度」で低い反面、「⑥教科、道徳等における学習指導の知

識、技能、態度」、「⑦学級・集団づくりにおける指導の知識、技能、態度」、「⑧生活指導、

生徒指導の知識、技能、態度」がかなり大きく違い高い数字になっている。

 「ちゃぶ台次世代コーホート」での学びの実感を見るとき、それは各自が抱える問題良

意識、課題意識の反映と捉えることができる。厳しい学校現場にあって、教員という身分

を有し、職業として教育実践を展開する若手教員に対して未だ現場実践を経験:しない学生

は、家庭や地域との関わり方、教職員組織でのあり方、他者に対する表現やコミュニケー

ションのあり方等に不安を抱えながら、教職への情熱、子どもへの愛情等を模索している。

 一方、本務教員や臨時的任用教員は、学習指導、生徒指導や学級指導等のあり方、現代

の子どもの弱点とも言われる人間関係力等の向上に向けた指導等日々の教育実践課題の解

決を探るとともに、自身の対人関係気附に対する意識も強いと思われる。

 受講者の「感想」を一部紹介する。

・「ワークでは、自分には無い様々な視点を学ぶことができ、すごく参考になりました。

特に、現職の先生方の発表の際には、発表の内容もさることながら、見る人にとっても分

かりやすいよう4文字熟語でまとめられ、さすが！と思いました。」(学生)

・「現職教員の取り上げた項目は、焦点が絞りきれて、具体的な場面をイメージしたもの

ばかり。やはり実際に保護者と関わっている経験:の差は大きい。」(臨時的任用教員)

・「現場に出てみて道徳の時間の大切さを認識しました。今日の研修で35時間の道徳を有

意義なものにできるよう努力していかなければと感じました。子どもたちがしつかりと思

考したということが大切なんだろうと思います。」(本務教員)

2-4 「ちゃぶ台次世代コーホートでの学び」の対象について

 23項目について、誰から一番学んだか、影響を受けたかについて問うた。「一番強く学

んだ、影響された人」を◎で、「その次に学んだ、影響された人」を○で、「学んだ、影響

された人」を△で回答を求めた。同様に◎3、02、△1ポイント換算し図8に示すととも

に、各項目脂にグラフ化した。

 23項目の内容については簡素化して示すこととし、グラフは、上が「外部講師から学ん

だ」、右が「学生・堰乱ｶから学んだ」、下が「現場教員(本務者、臨時的任用教員〉から学

んだ」、左が「スタッフ、大学教員から学んだ」とした。

一16一



  (1:教職志望学生が誰から学んでいるか 2＝臨時的任用教員が 3本務教員が)

図8 「ちゃぶ台次世代コーホートによる学び」の対象(階層別＝96表示)

〟?教職に対する情熱 ②:子どもへの愛情 ③:今後の教育の知識④:子どもの理解

. z 4 2

⑤1教科の専門知識 ⑥:学習指導の基本 ⑦:学級⇒くりの基本⑧:生徒指導の基本

2 t 4 2
4 z

⑨:カウンセiJング・マインド ⑩:困難事例への対処⑪:家庭、地域との連携⑫:組織への協調

4 1
4 t

4 ！
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⑬:教員としての品行⑭＝個性や感性 ⑮＝豊かな人間性 ⑯:企画、段取、運営
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 「ちゃぶ台次世代コーホート」での「学び」を対象別に見ると、特に「教員としての職

務から必然的に求められる要素」については、全23項目で「外部講師から」学んだ、影響

を受けたとの回答が多かった。

 企画段階において外部講師の選定条件を、受講者とあまり年齢の離れない中堅から若手

指導者を招聴する。若手教員の翌日からの教育実践に好影響をもたらす現場実践を有する

指導者を招聴する。「ちゃぶ台方式」の意義、方磨翌笊ｵ囲気等を生かしてもらえる指導者

を招即する。自らが研鐙に励み自ら高めようとする姿勢を有する指導者を招即することと

し、交流人事教員等のネットワークを活用しながら選定しており、それが受講者の研修ニ

ーズにマッチしたと考える。今後も、外部講師のデータベース化、大学外との日常的ネッ

トワークを強化し、研修事業の実効性を高める外部人材活用をすすめていく必要がある。

 若手教員や大学教員等の受講者が、「教職志望学生から」学ぶことも多い。特に「⑳自

分の考えや意見を表現する力」、「⑱継続的に自己を高めようとする力」、「⑭人としての個

性、感性」では、教職志望学生ならではの関心、意欲、態度や素直に表現されるやる気等

が若手教員等に好影響を与えている。教職志望学生は、外部講師、若手・現場教員や大学

教員等から学校教育や教職等のあらゆる内容を学ぶことができる。同時に、教職志望学生

に現職教員等との交流研修や意見発表等の求莱?竢齧ﾊを与えることにより、教え合い、学
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び合いの充実が期待できる。現職研修への参画、交流研修の実現等を求めていきたい。

 また、「現場教員から」の学びは大きな割合を占める。日々の教育実践における豊かな

経験や現代的な課題への敏感な反応等が受講者に影響を与えていよう。特に、「⑳コミュ

ニケーション能力や対人関係能力」、「⑳自分の考えや意見を表現する力」、「②子どもに対

する愛情や興味・関心」や「⑩困難な事態、学習・生活不適応等への対応、処理」等につ

いては、教職志望学生の学びや若手教員の現職研修にも大きな役割を果たすことができる。

 最後に「大学教員から」の学びの大きさ、重要性についてふれる。特に「⑯企画力、段

取力、運営力等、物ごとを創造する力」、「⑲幅広い社会性やネットワークを広げる力」、「⑳

基礎的なコンピュータ活用能力やメディアリテラシー」や「⑯豊かな人間性、人権感覚、

思いやりの心等」については多くが「大学教員から」学んだと回答している。研修の構想、

方針、立案、準備・運営・評価といった事業マネジメントの構築や教育情報求頼墲ﾌ活用等

は、教育現場での「学びの創造と授業づくり」の研修となる。大学教員の持つ学術的、学

問的力量や企画構想力等を、教職希望学生や若手教員にしっかり開き、見せ、そこから学

びに誘うことも、教員養成、教職研修の充実に貢献することになろう。

 受講者の「感想」を一部紹介する。

・「こんなに志の高い学生が多いことに驚いた。自分の在学中より学生の意欲がアップし

ていると思う。私も頑張ろうと思った。」(教員)

・「やはり、知人の近況を知れたり、互いに相談しあえるというのは嬉しいです。私の学

校はあまり(研修)出張が無くて、平日の勉強会や公開授業に参加することもできないの

で、こういう求莱?ﾍ本当に有り難いです。」(教員)

・「今日は久しぶりの大学、久しぶりのちゃぶ台、久しぶりの先生方や仲間たちに元気を

もらいました。コーホートという集まれる場所があることが嬉しいです。グル・一一一iプづくり

やスゴロクのワーク等いつも技も貰います。月曜からまた頑張れそうです。ありがとうご

ざいました。」(教員)

・「初めての研修会場設営や準備は大変参考になった。参加者の動線と会場設営、ステー

ジの見やすさに配慮した座布団配置、資料や飲み物の取りやすさや会場全体と各ちゃぶ台

の位置関係等細かい部分の配慮が全体運営に生かされることも知ることができた。こうし

たことは学級経営にも生きてくるのだろうと思い、コーホート直前から「学び」にふれら

れた。」(学生)

おわりに

 教職キャリア形成において「教職に就く」ことはゴールではない。教員は、教員養成、

採用、現職研修を通して常に自己研鐙に励み、国民の負託に応え、質の高い教育サービス

を提供しなければならない。

 本研修スタイルは、養成、採用、研修を貫くものになりたいが、本研究はその導入に過

ぎない。今回の調査結果を活かしながら研修事業の工夫改善、現代的諸課題の解明と解決

に向けた研修の充実、研修二・一・一一ズの把握と反映、受講者参画等運営の工夫や学部教員養成

事業への反映等に努めていきたい。

 「ちゃぶ台次世代コーホート」では、漠然とした不安の解消、不安や悩みに少しでもイ

メージを与え、実体験に向かう動求翌ﾃけを行いながら、0からのスタートではない教員を
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養成したいと考えている。
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